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【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成21年4月15日(2009.4.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　外胴と、外胴の内側に配置された内胴とを備え、内胴の一方の表面と他方の表面とが反
転自在に配置できるように構成されたリバーシブル表示装置であって、
　前記内胴が外胴の内側に配置され、内胴の一方の表面が露出する初期位置から、その初
期位置状態を解除し、内胴を外胴に対して離間する方向に付勢する初期位置解除手段を備
えたことを特徴とするリバーシブル表示装置。
【請求項２】
　前記初期位置解除手段によって、外胴に対して離間する方向に付勢された内胴を、前記
初期位置と、外胴に対して内胴が起き上がった起立位置との間で往復自在に移動させる起
伏手段と、
　前記起伏手段によって、起立位置に移動した内胴を、他方の表面が露出するように反転
させる反転手段と、
　を備えることを特徴とする請求項１に記載のリバーシブル表示装置。
【請求項３】
　前記初期位置解除手段によって、外胴に対して離間する方向に付勢された内胴を、前記
初期位置と、外胴に対して内胴が起き上がった起立位置との間で往復自在に移動させると
同時に、他方の表面が露出するように反転させる起伏反転手段を備えることを特徴とする
請求項１に記載のリバーシブル表示装置。
【請求項４】
　前記初期位置において、内胴を外胴に対して、移動しないように係止する係止手段を備
えることを特徴とする請求項１から３のいずれかに記載のリバーシブル表示装置。
【請求項５】
　前記初期位置解除手段が、
　リバーシブル表示装置の外部に露出した操作部材と、
　この操作部材の操作により、内胴を外胴に対して離間する方向に移動させる内胴移動手
段とを備えることを特徴とする請求項１から４のいずれかに記載のリバーシブル表示装置
。
【請求項６】
　前記初期位置解除手段が、内胴側または外胴側に設けられていることを特徴とする請求
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項５に記載のリバーシブル表示装置。
【請求項７】
　前記内胴移動手段が、操作部材の操作により、内胴に向けて移動し、初期位置にある内
胴に接触することにより、内胴を起立位置方向に押し上げる押し上げ部材を備えることを
特徴とする請求項６に記載のリバーシブル表示装置。
【請求項８】
　前記押し上げ部材が、内胴の下縁に接触する傾斜面を備え、
　前記押し上げ部材が、操作部材の操作により、内胴に向けて移動することによって、傾
斜面に沿って、内胴が起立位置方向に押し上げられるように構成されていることを特徴と
する請求項７に記載のリバーシブル表示装置。
【請求項９】
　前記操作部材と押し上げ部材との間に、カム手段が介装されていることを特徴とする請
求項７または８に記載のリバーシブル表示装置。
【請求項１０】
　２つの初期位置解除手段が、対向して配置されていることを特徴とする請求項１から９
のいずれかに記載のリバーシブル表示装置。
【請求項１１】
　前記内胴が、前記押し上げ部材が接触する接触部を備え、
　前記接触部が、内胴の外面から突出するように形成されていることを特徴とする請求項
７から１０のいずれかに記載のリバーシブル表示装置。
【請求項１２】
　前記外胴が、一定間隔離間して対向するように、外胴に突出するように形成された２つ
の取り付け基台を備え、
　前記２つの取り付け基台のそれぞれに、初期位置解除手段が対向するように配置されて
いることを特徴とする請求項１１に記載のリバーシブル表示装置。
【請求項１３】
　前記操作部材を、操作開始前の位置方向に付勢する付勢手段を備え、
　前記付勢手段が、操作部材を外胴の外側方向または内側方向に付勢する付勢手段であり
、
　前記操作部材が、付勢手段の付勢力に抗して、外胴の内側または外側に向けて押圧され
る操作部材であることを特徴とする請求項５から１２のいずれかに記載のリバーシブル表
示装置。
【請求項１４】
　前記操作部材を、操作開始前の位置方向に付勢する付勢手段を備え、
　前記付勢手段が、操作部材を一方の回転方向に付勢する付勢手段であり、
　前記操作部材が、回転可能に配置された回転レバーであるとともに前記付勢手段の付勢
力に抗して、他方の回転方向に回転される操作部材であることを特徴とする請求項５から
１２のいずれかに記載のリバーシブル表示装置。
【請求項１５】
　前記回転レバーの付勢手段の付勢力に抗した他方の回転方向への回転によって、押し上
げ部材が内胴に向けて回転移動するように構成されていることを特徴とする請求項１４に
記載のリバーシブル表示装置。
【請求項１６】
　前記起伏手段が、外胴にその一端が回動可能に連結されたレバー部材であり、
　前記反転手段が、レバー部材の他方の端部に回転可能に連結された軸支部分であること
を特徴とする請求項２，４から１５のいずれかに記載のリバーシブル表示装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６０
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【００６０】
　また、本発明のリバーシブル表示装置は、
　前記初期位置解除手段によって、外胴に対して離間する方向に付勢された内胴を、前記
初期位置と、外胴に対して内胴が起き上がった起立位置との間で往復自在に移動させると
同時に、他方の表面が露出するように反転させる起伏反転手段を備えることを特徴とする
。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６５】
　また、本発明のリバーシブル表示装置は、
　前記初期位置解除手段が、
　リバーシブル表示装置の外部に露出した操作部材と、
　この操作部材の操作により、内胴を外胴に対して離間する方向に移動させる内胴移動手
段とを備えることを特徴とする。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６７】
　従って、指の力の弱い携帯者であっても、操作部材を操作すれば、係止手段が解除され
るので、内胴を起立位置まで容易に起立させることができる。
　また、本発明のリバーシブル表示装置は、
　前記初期位置解除手段が、内胴側または外胴側に設けられていることを特徴とする。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６８】
　このように構成することによって、初期位置解除手段が、外胴側に設けられている場合
には、内胴側に初期位置解除手段を設ける必要がないので、内胴の美観、ひいては表示装
置自体の美観を維持することができる。
　また、初期位置解除手段が内胴側に設けられていても、初期位置解除を行うことができ
る。
【手続補正８】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７３】
　従って、操作部材を操作するだけで、初動操作（初期位置の解除）を確実に行うことが
できる。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８４
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【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８６】
　また、本発明のリバーシブル表示装置は、
　前記内胴が、前記押し上げ部材が接触する接触部を備え、
　前記接触部が、内胴の外面から突出するように形成されていることを特徴とする。
【手続補正１９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８８】
　従って、内胴の美観が長期にわたり維持されるとともに、押し上げ部材との接触に起因
して、裏蓋が外れたり、ムーブメントへ衝撃が負荷されるのを防止することができる。
【手続補正２０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９４】
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　また、本発明のリバーシブル表示装置は、
　前記外胴が、一定間隔離間して対向するように、外胴に突出するように形成された２つ
の取り付け基台を備え、
　前記２つの取り付け基台のそれぞれに、初期位置解除手段が対向するように配置されて
いることを特徴とする。
　このように構成することによって、２つの取り付け基台のそれぞれに、初期位置解除手
段を配置することができるので、この２つの初期位置解除手段を操作することによって、
確実に内胴が押し上げられるので、初期位置解除手段の操作性が、さらに向上し、初動操
作（初期位置の解除）を確実に行うことができる。
【手続補正２６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９５】
　また、本発明のリバーシブル表示装置は、
　前記操作部材を、操作開始前の位置方向に付勢する付勢手段を備え、
　前記付勢手段が、操作部材を外胴の外側方向または内側方向に付勢する付勢手段であり
、
　前記操作部材が、付勢手段の付勢力に抗して、外胴の内側または外側に向けて押圧され
る操作部材であることを特徴とする。
【手続補正２７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９６】
　このように構成することによって、操作部材を外胴の外側方向または内側方向に付勢す
る付勢手段の付勢力に抗して、操作部材外胴の内側または外側に向けて押圧するだけで良
いので、初期位置解除手段の操作性が、さらに向上し、初動操作（初期位置の解除）を確
実に行うことができる。
【手続補正２８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９９】
　また、本発明のリバーシブル表示装置は、
　前記操作部材を、操作開始前の位置方向に付勢する付勢手段を備え、
　前記付勢手段が、操作部材を一方の回転方向に付勢する付勢手段であり、
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　前記操作部材が、回転可能に配置された回転レバーであるとともに前記付勢手段の付勢
力に抗して、他方の回転方向に回転される操作部材であることを特徴とする。
【手続補正３１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１３８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１３８】
　このように構成される本発明のリバーシブル表示装置１０は、以下の手順で操作され使
用される。
　図１、図４～図５に示したように、通常の使用状態では、内胴１４は、時刻表示部３２
を上方に向けて、外胴１２の収容凹部１６内に位置する。すなわち、収容凹部１６内に収
容された内胴１４は、外胴１２に対して、ほぼ平行に近接するように伏した状態で配置さ
れた初期位置に位置する。
【手続補正３８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１４２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１４２】
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　これにより、押し上げ部材８４の先端の略円錐形状のテーパ面８４ａが、内胴１４の接
触部７２の下端の隅角部７２ａと当接して、テーパ面８４ａに案内されて、内胴１４の接
触部７２が上方に付勢されて、押し上げられるようになっている。
【手続補正３９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１５５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１５５】
　また、このような係止手段は、図７の矢印Ｆで示したように、押し上げ部材８４が内胴
１４を押し上げる力の動線上、すなわち、起伏軸部４４を回転軸として、内胴１４を、図
７の矢印Ｆ方向に回動させる軌跡上に配置されことが好ましい。これにより、不用意に内
胴１４が押し上げられるのを防止することができる。
【手続補正４０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１９６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１９６】
　この後は、図１に示した実施例と同様にして、起立位置まで内胴１４を回動させ、反転
するようになっている。
　このように構成することによって、操作部材７８を一方の回転方向に付勢する付勢部材
の付勢力に抗して、他方の回転方向に回転レバー８０ｂを回転するだけで良いので、初期
位置解除手段の操作性が、さらに向上し、初動操作（初期位置の解除）を確実に行うこと
がで
きる。
【手続補正４１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２０２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２０２】
　そして、この状態で、小さい力で、反転手段であるレバー部材１４０の軸支ピン１４２
を中心に、内胴１４を他方の表面が露出するように反転させることができる。
　従って、初期位置解除手段の操作性が、さらに向上し、初動操作（初期位置の解除）を
確実に行うことができる。
【手続補正４２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２１６】
　また、本発明のリバーシブル表示装置において、構成部品それぞれの機能が達成されれ
ば、部品それぞれの材質や形状をなんら限定されるものではない。
　このように本発明の目的を逸脱しない範囲で種々の変更が可能である。
【手続補正４３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２２２
【補正方法】変更
【補正の内容】



(9) JP 2007-303843 A5 2009.6.4

【０２２２】
　また、上記実施例では、初期位置解除手段を、外胴側に設けたが、図示しないが、同様
な構成の初期位置解除手段を、内胴側に設けることも可能であり、この場合にも、初期位
置解除を行うことができる。
【手続補正４４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２２４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２２４】
１０　リバーシブル表示装置（リバーシブル時計）
１２　外胴
１４　内胴
１６　収容凹部
１８　バンド
２０　連結穴
２２　バンド
２４　ハウジング
２６　風防
２８　裏蓋
３０　パッキン
３２　時刻表示部
３４　パッキン
３６　ムーブメント
３８　文字板
４０　針軸
４２　表示針
４３　防水パッキン
４４　起伏軸部
４４ａ　軸孔
４４ｂ　溝部
４６　軸ピン
５０　軸穴
５２　反転軸部
５４　外壁
５６　周状溝
５８　リング
６０　外壁
６２　弾性係合部
６３　筒体
６４　スプリングコイル
６６　係合突起部
６８　壁部
７０　係合凹部
７２　接触部
７２ａ　隅角部
７２ｂ　傾斜面
７４　取り付け基台
７６　挿入凹部
７７　操作部材用装着孔
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７８　操作部材
８０　操作部
８０ａ　凹凸部
８０ｂ　回転レバー
８２　軸部
８４　押し上げ部材
８４ａ　テーパ面
８６　パイプ
８８　圧縮コイルスプリング
９０　段部
９１　周状溝
９２　リング
９４　連結溝
９６　固定ネジ孔
９８　固定ネジ
１００　摺動リング
１０２　パイプ
１０２ａ　基端部
１０４　摺動リング
１０５　防水パッキン
１０６　操作用開口部
１０８　カム部材
１１０，１１１　テーパ面
１１２　段部
１１４　側壁
１１６　付勢部材
１１８　作用開口部
１１８　操作用開口部
１２０　スライド溝
１２２　付勢部材
１２４　テーパ面
１２６　軸ピン
１２８　凹部
１３０　付勢部材
１３２　球体ジョイント
１３４　凹部
１３６　ジョイントカバー
１３７　テーパ面
１３８　ネジ
１３９　軸支ピン
１４０　レバー部材
１４２　軸支ピン
１４４　摺動溝
【手続補正４５】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図４
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図４】

【手続補正４６】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図８
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図８】

【手続補正４７】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図１１】

【手続補正４８】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図１６】

【手続補正４９】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図２１】

【手続補正５０】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図２２
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図２２】

【手続補正５１】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図２５
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図２５】

【手続補正５２】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図２６
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【図２６】

【手続補正５３】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図２７
【補正方法】変更
【補正の内容】



(19) JP 2007-303843 A5 2009.6.4

【図２７】

【手続補正５４】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図２８
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図２８】
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